
 

 

 

 

 

 

 

 ※小学校は昨年度より実施されています。 

これまで，道徳は教科外の活動でした。中学校では今年度より正式に「特別の教科 道徳」として，検

定教科書を使用しての授業となります。教科になったことで，これまでとは次のような点で変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに，本校では今年度から二年間，市の研究委託として，この特別の教科道徳についての研究を行

うことになりました。 

 道徳の授業より 

 「自分で決めるって？ 」（自主，自律，自由と責任） 

中学校では，小学校のときより自分で決めなければならないことが増えてきます。新しい環境になっ

た不安や，新しい人間関係に慣れていないことなどから，周囲を気にしたり，他人の言動に左右されて

しまったりすることが少なくありません。そして深く考えずに周りに流されて行動してしまった結果，

大きな後悔をすることもあります。身近に起こりうるさまざまな場面において「自分で決める」とはど

ういうことなのかを話し合いながら考えることができました。 

【内容】①先輩に誘われて入った部活動 

②テストに向けて「勉強してないよ」という友達の発言に 

③小学校からの親友，中学校での新しい友達･･･。どちらと遊ぶ？ 

【生徒の感想から】 

・ 自分でよく考えて，後悔が残らないように決めることが大切だと思いました。人それぞれのいろいろな考えがあり， 

自分の考えも深めることができました。 

・ 自分の決断だけでこの後の友達関係が変わっていくことについて考え，たくさんの意見が出て，決めるのが難しい 

と思いました。 

・ 人それぞれ意見はまったく違うからこそ，自分でしっかり考えて決めることが大切だと思いました。 

・ 「行きたいな」などと，そのときの気持ちだけで判断してはいけないなと感じました。自分で友達や，相手のことを考 

えて判断することが大切だと思いました。 
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 キーワードは 

「考え， 

 議論する道徳」 

 
評価は数値で 

はなく記述式評

価で行います。 

 

これまでの 

「副読本」ではなく

検定を受けた「教科

書」を使っての授業

となります。 

 

一方的に価値 

観を教えるのではなく， 

子どもたちがそれぞれ自分

なりに考え，それを深める
授業を行います。 

道 徳 

 

年間 35時間 

の授業を行うこ

とが義務付けら

れます。 



 雪に耐えて梅花麗し――黒田博樹（希望と勇気，強い意志） 

黒田博樹投手の座右の銘は，「耐雪梅花麗」、黒田投手の高校時代は，ずっと控え投手。大学では，目

の前の目標をまず越えることを目ざし，努力して成長して、プロ野球に進んだ。でも，順風満帆とはい

きませんでした。しかし，困難を克服するには練習しかないことに気づいていた黒田投手は，努力を重

ねます。アメリカ・大リーグでも，短い期間での契約を希望し，研究を重ねるのでした。広島に戻った

黒田投手。ついにチームは優勝し，黒田投手は引退。 

【内容】①３年間控え投手だった黒田投手が、プロ野球選手として歩み始められたのはなぜか。 

 ②アメリカのチームとの契約で、短い期間を希望したのはなぜか。 

③黒田投手が、「耐雪梅花麗」を座右の名にしているのはなぜか。 

【生徒の感想から】 

・ 無理だと、すぐに諦めずに、目標を持って、一生懸命に努力することが大切だと思いました。 

・ どんなに辛いことがあったり、上手くいかなくてもそこで弱音を吐くだけでなく、それを自分の向上につなげる気持ちと 

努力が大切なんだと分かりました。 

・ 努力をすればむくわれることもあるのだと思いました。自分は努力の天才になりたいです。 

・ 中体連が近いので、一歩一歩頑張って、自分を向上させていきたいと思いました。 

・ ひとつひとつと努力していけば、結果は残るので、これから、目標を決めていきたいです。 

 

 メダルの向こう側に（希望と勇気，克己と強い意志） 

 中学生の時期は，希望をもって大きな目標を立てるものの，理想どおりにいかない現実に悩み苦しむ

ことも多く，失敗を悪いことのように捉えがちです。そのため，失敗や困難を回避しようとして，安易

な選択をしてしまうこともあります。たとえ小さな目標であっても，今自分にできることを着実にやり

抜き，成就感や満足感を繰り返し感じることが自信となり，次のより大きな目標へと努力していく原動

力になります。オリンピックメダリスト葛西紀明選手の生き方から，困難にくじけず努力を積み重ねて

いくことについて考えを深めることができました。 

【内容】①スキージャンプの葛西紀明選手の業績を振り返り 

    ②ルール変更，チームの解散，家族の病気など，さまざまな困難に直面しながら「逃げたいと

思ったことは一度もない」と言う葛西選手の生き方から 

    ③困難や失敗を乗り越えて物事をやり遂げるために大切なことは・・？ 

【生徒の感想から】 

・ 葛西選手のように，どんなに苦しいことがあっても逃げず，あきらめることなく目標に向かい続けて，努力し続けるこ 

とが大切だと思いました。 

・ 目標をもって，挑戦し続けることが大切だと思いました。 

・ 苦しいこと，つらいことがあった時に，そこで逃げてしまったらそれまでの積み重ねが無駄になってしまう。乗り越える 

ことが大切だと思いました。 

・ １つの目標を達成しても，自分のもっとも大きな目標に向かって努力していくことが大切だと思いました。 

・ どんな状況でもあきらめずに，挑戦することが大切だと思いました。 

・ うまくいかなくてもあきらめずに突き進む姿勢がすごいと思いました。自分もあきらめずに挑戦していきたいです。 
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